
要
望
は
県
庁
会
議
室
で
行

わ
れ
、
県
か
ら
中
平
善
伸
県

な
か
ひ
ら
よ
し
の
ぶ

土
整
備
部
長
、
幸
野
聖
一
河

こ

う

の

せ

い
い
ち

川
港
湾
担
当
技
官
、
鎌
田
進

か
ま
だ
す
す
む

港
湾
課
統
括
課
長
等
が
対
応

し
ま
し
た
。

古
舘
議
長
は
挨
拶
の
後
、

要
望
趣
旨
を
述
べ
、
佐
々
木

委
員
長
か
ら
内
容
を
具
体
的

に
説
明
、
中
平
部
長
が
、
そ

れ
に
答
え
る
形
で
進
行
し
ま

し
た
。

県
は
今
年
３
月
「
宮
古
港

長
期
構
想
」
を
策
定
、
構
想

実
現
に
向
け
た
主
要
な
取
組

み
の
ひ
と
つ
に
フ
ェ
リ
ー
等

の
安
定
就
航
に
向
け
た
環
境

づ
く
り
を
示
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
宮
蘭
航
路
の
早

期
運
航
再
開
に
向
け
、
以
下

の
２
点
を
要
望
し
ま
し
た
。

①
宮
古
港
常
駐
タ
グ
ボ
ー
ト

費
用
の
予
算
措
置
・
執
行
に

条
件
を
設
け
な
い
。

②
フ
ェ
リ
ー
航
路
の
利
点
を

生
か
し
た
貨
物
の
確
保
を
図

る
。中

平
部
長
は
最
初
に
重
要

港
湾
の
中
で
も
長
期
構
想
を

最
初
に
作
成
し
た
の
が
宮
古

港
で
あ
る
と
説
明
。
湾
内
の

静
穏
化
と
同
時
に
産
業
振
興

に
は
、
港
の
振
興
が
必
要
と

県
の
考
え
を
述
べ
、
航
路
の

再
開
へ
、
こ
れ
ま
で
の
貨
物

動
向
調
査
で
は
荷
主
や
企
業

向
け
の
調
査
に
加
え
、
今
年

度
は
北
東
北
及
び
関
東
近
県

の
ト
ラ
ッ
ク
業
者
２
、
２
５

０
社
の
企
業
訪
問
や
運
転
手

の
意
向
調
査
を
市
の
「
利
用

促
進
協
議
会
」
と
連
携
し
て

行
う
と
回
答
し
ま
し
た
。

中
で
も
全
線
開
通
後
の
三

陸
沿
岸
道
路
の
利
点
を
生
か

し
、
利
用
促
進
を
図
る
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
「
働
き
方

改
革
」
の
具
体
化
と
と
も
に

タ
グ
ボ
ー
ド
費
用
の
予
算
措

置
も
、
そ
れ
ら
を
も
と
に
フ

ェ
リ
ー
航
路
再
開
時
に
予
算

化
す
る
と
回
答
し
ま
し
た
。

地
区
党
は
27
日
、
投
開
票

の
宮
古
市
長
選
挙
で
市
議
だ

っ
た
熊
坂
伸
子
氏
を
自
主
支

援
し
ま
す
。
山
本
市
長
は
東

日
本
大
震
災
以
降
、
「
宮
古

市
は
必
ず
や
復
興
し
ま
す
」

と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
、
被

災
に
う
ち
萎
れ
て
い
た
市
民

し
お

を
励
ま
し
、
漁
業
で
は
国
の

対
応
を
待
た
ず
に
市
独
自
の

支
援
策
を
決
定
、
時
期
を
失

し
な
い
復
旧
に
途
を
開
き
ま

み
ち

し
た
。
当
選
か
ら
12
年
後
の

今
日
、
膨
大
な
復
旧
事
業
の

終
焉
か
ら
女
性
や
若
者
の
視

し
ゅ
う
え
ん

点
で
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と

判
断
し
た
の
が
理
由
で
す
。
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市
長
選
挙
が
告

示
さ
れ
、
岩
手
日

報
は
「
同
門
同
士

の
争
い
」
と
報
じ

た
。
現
市
政
は
熊

坂
市
政
の
承
継
者
。
そ
う
言

し
ょ
う
け
い
し
ゃ

え
な
く
も
な
い
▼
熊
坂
氏
の

時
に
は
「
平
成
の
大
合
併
」

が
、
山
本
氏
の
時
は
「
東
日

本
大
震
災
」
と
市
政
の
根
幹

こ
ん
か
ん

を
揺
る
が
す
課
題
を
そ
れ
ぞ

れ
が
抱
え
た
。
両
氏
と
も
在

か
か

任
期
間
、
12
年
が
共
通
す
る

▼
選
挙
戦
は
「
継
続
か
交
代

か
」
の
是
非
が
最
大
の
関
心

事
。
一
般
的
に
は
継
続
は
力

と
言
わ
れ
る
。
一
方
、
惰
性

だ

せ

い

に
陥
り
か
ね
な
い
側
面
も
あ

お
ち
い

り
、
市
長
は
２
期
８
年
論
の

説
も
あ
る
▼
熊
坂
氏
の
著
書

「
駆
け
て
来
た
手
紙
」
は
月

刊
誌
、
政
経
東
北
（
東
方
出

版
）
に
掲
載
さ
れ
た
コ
ラ
ム

等
を
１
冊
に
ま
と
め
た
。
内

容
に
「
首
長
は
賞
味
期
限
付

き
の
消
耗
品
」
と
あ
る
▼
そ

れ
は
長
く
て
３
期
12
年
。
復

興
事
業
も
ほ
ぼ
完
了
の
宮
古

市
は
人
口
減
少
が
加
速
、
５

月
時
点
で
５
万
人
を
割
る
。

地
方
再
生
へ
、
新
た
な
人
、

視
点
そ
し
て
挑
戦
が
必
要
。

漁

15
日
、
宮
古
・
室
蘭
フ
ェ
リ
ー
対
策
特
別
委
員
会
（
佐
々
木
重
勝
委
員
長
）
は
古
舘

章
秀
議
長
名
で
達
増
知
事
に
要
望
書
を
提
出
、
田
中
副
委
員
長
も
同
行
し
ま
し
た
。

【
滝
澤
肇
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

担
当
部
長
】
補
足
で
す
が
、

Ｐ
Ｐ
Ａ
事
業
は
太
陽
光
パ
ネ

ル
を
無
償
で
設
置
、
契
約
内

容
は
こ
ち
ら
で
つ
く
っ
て
る

電
気
を
無
償
で
供
給
し
な
が

ら
、
逆
に
電
気
を
そ
の
方
か

ら
買
う
こ
と
で
相
殺
、
無
料

に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

組
合
設
立
で
パ
ネ
ル
設
置
等

そ
れ
を
我
々
は
新
電
力
と

一
緒
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
、
や
り
方
に
太

陽
光
台
帳
の
整
備
も
挙
げ
て

ま
す
。
こ
の
台
帳
は
、
全
戸

の
屋
根
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を

全
部
調
べ
、
あ
な
た
の
発
電

容
量
は
５
㌔
と
か
、
日
蔭
が

多
い
の
で
３
㌔
と
か
を
全
部

調
べ
、
市
の
補
助
制
度
を
、

そ
れ
に
重
ね
ま
す
。
そ
の
う

え
で
市
内
の
事
業
者
を
糾
合

し
、
パ
ネ
ル
設
置
と
か
、
維

持
管
理
で
き
る
組
合
的
な
も

の
を
つ
く
り
、
そ
こ
の
業
者

登
録
で
お
好
き
な
業
者
を
紹

介
で
き
る
一
体
的
な
台
帳
を

想
定
し
て
ま
す
。

そ
れ
が
出
来
た
ら
各
屋
根

の
発
電
量
が
わ
か
る
の
で
、

そ
れ
ら
１
戸
、
１
戸
を
糾
合

し
、
余
剰
電
力
の
買
い
取
り

や
非
常
時
の
使
用
ま
で
Ｉ
Ｃ

Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
で
束

ね
る
と
こ
ろ
ま
で
持
っ
て
い

き
た
い
。
そ
れ
が
、
Ｖ
Ｐ
Ｐ

（
バ
ー
チ
ャ
ル
パ
ワ
ー
プ
ラ

ン
ト
）
仮
想
発
電
所
で
す
。

こ
こ
ま
で
、
や
っ
て
い
き
た

い
。
自
分
た
ち
の
電
気
を
自

分
た
ち
で
消
費
し
、
非
常
時

に
役
立
つ
、
地
産
地
消
が
本

当
に
見
え
る
形
で
の
実
現
を

今
後
、
や
っ
て
い
き
た
い
。

た
だ
、
非
常
に
専
門
的
な
の

で
、
外
部
の
方
々
と
協
力
、

技
術
的
な
も
の
も
含
め
て
検

討
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

【
松
本
委
員
長
】
あ
と
、
ご

ざ
い
ま
す
か
。

【
西
村
委
員
】
古
い
住
宅
、

だ
と
耐
用
年
数
、
あ
と
は
載

せ
た
と
き
に
～
（
つ
づ
く
）

両地域とも公共交通手

段は１０６急行バス、Ｊ

Ｒ山田線、地域バスのほ

かスクールバス、患者輸

送バス、タクシーとなっ

ており、過去の利用実績

をもとに見直されます。

川井地域～患者輸送バ

スを通院に限らず、誰も

が利用可能な地域バス化

し、停留所以外でも自宅

近くから乗車可能なフリー

区間を拡大します。地域

バスと重複していた路線

の解消や自宅から停留所

までの移動をデマンド

（予約対応）運行を導入・

補完します。

新里地域～利用のほと

んど無い路線の減便が殆

どで、和井内、刈屋、蟇

目、腹帯便が対象です。

一方で、蟇目から陸中

川井駅まで乗降可能な便

が新設されます。また、

公共交通空白地では自宅

から停留所までの移動を

タクシーで保障するオン

デマンド交

通を導入し

ます。地域

説明会等住

民の意見を

参考に決定されます。

フ
ェ
リ
ー
再
開
へ
知
事
に
要
望

三
陸
沿
岸
道
路
の
利
用
促
進
が
重
要

達増拓也知事へ要望書を提出。左から中平県

土整備部長、古舘議長、佐々木、田中両市議

港
の
長
期
構
想
を
策
定

16日、総務常任委員会は川井地区や新里地区

の公共交通網の見直しについて市の企画部企画

課等から説明を受けました。

公
共
交
通

移動確保へ利用状況ふまえ見直し

オンデマンドが課題

女
性
と
若
者
の
視
点
で


